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有明海・の高度利用に関する基礎的研究
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Sununary 
In thc tidalland arcas bctween the Chikugo River and the Rokkaku Riv巴r，and between 
the Rokkaku Rivcr and thc Shiota Rivcr， cspccialIy in the laver grounds， tl1c accumulation 
of mud is growing into thc tidal land cvcry ycar. A part of thc tidal land cxtcnds widcly 
at thc 1110uth of the Chikugo River ancl thc rest o[ it rangcs along the shorclinc. The guts 
of thc rivcrs meanclcr through thc tidal land. 
Thc 111echanis111 of the accu111ulation o[ 111ud is vcry intricate， because the accu111ulation 
is affectecl by the change of current velocity， the clepth of water， the roughness of the sea 
bOtt0111， the concentration of chloride， ancl the wincl wave. 
On the basis of the investigation in August， 1979， we triecl to estImate the accu111ulation 
depth of 11ucl. As a result， the accumulation clepth 01' mud was ascertained to be 1 C11 
a year 01 thc right sidc o1'thc Rokkaku Rivcr Gutぅthatis Block III， and it is 2.1 cm a year 
on thc left sicle， Block I. Thc ticbl land is growing greatly 01 the west arca o[ the guts 
01' the rivcrs. PartialIy therc are S0111C fluetuatio11s 01'土30C11 a year， but， as statecl above， 
the accu111ulation depth 01' mucl is consiclered as a whole to bc 1 or 2 C11 a year. 
まえがき
有明海は，熊本，福岡，佐賀，長崎の四県にまたがるもので，我が国ではfl!Hζ類例をみない独
特な内湾であり，豊富な魚介類，j毎苔漁場として，また潮の大きな子満差と多くの河川から流入
する土粒子により年々干潟が発達し，ニ子拓i造成適地として注目されているの
また，この海は，海水の状態lとより濁りの程度が異なり，潟水の濁りは， }麗質の移動を伴って
いる。このことは，ひいては干潟の変化を引き起し，みお，漁港および水門の埋没などの開題を
発生し，その海域の流況を規制するとともに，さらに海水中の生物の生活環境を変える程度の変
化に発展すれば，その海域における漁業の将来性を左右することになりかねない。有明海におい
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表-1 均二円務時とi時刻j
月 日 j誇 1弱i 子 i桃
i時分 m 時分 お1
07: 45 -0.60 
8月288
12: 00 2.32 20: 00 -0.67 
8月298
00: 20 2.31 08: 22 -0.67 
12: 38 1.98 19: 37 -0.70 
9月10臼
11 : 45 2.74 08: 00 -0.75 
23: 57 2.68 19: 56 -0.86 
9月118
12: 20 2.44 08: 30 -0.82 
20: 02 …0.83 
!まH 調査地域
ては，これらの現象が特に顕著なため，古くから多くの問題をかかえている。
そζで，今関はこのような浮泥の准積状況を知り，二千潟の高度軍IJ用を行なうために誠査を行
なったものである。
1.1 調査日時
昭和54年8月28日 (1古れ，なぎ)
昭和54年8月29日 (1清れ，なぎ〉
昭和54年9月初日 (1情れ，なぎ)
昭和54年9月11臼 (1青れ，なぎ)
1.調査概要
調査日は天候lζ恵まれ波はなく調査は)1鼠調lと行なわれた。
1.2 調査地域
対象とした地域は，随一11(示すような筑後川!と境問JIの関の海苔漁場でブロック 1，I， II，地
鼠l乙分けた。
1 . 3 il9J{lI: 
調査自の{:l:ノ江港における満平均jの時刻と潮位を表-11(示す。
連続潮位記録は，西川副干拓に設置されている潮位計のみi位記録を用いた。
1.4 調主主方法
佐賀大学観測船 fたかっ.J1( MS-.I0裂海上電機製音響測深機を取り付け，水深を泌定しなが
ら予定コースを走った。図 2，図…3!ζ調査コースを示す。
いずれの調査日とも快晴，無j主Ur恵、まれ，波およびうねりはほとんどなかった。また船の雨絃
lζ測深機を取りつけ，その平均値を泌定水深としたため，船のローリングによる誤差はまぬがれ
た。
1.5 調査水深と海底襟高
海底標高は，前記の調査水深と西JlI郁子拓潮位記録より次式で求めた。
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関山2 調査コース
(海底採高〕ロ〔演目定時潮位〕一〔水深} (m) 
図-3 潟査コース
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特にブロック III地区は悶-21ζ示すように密lζ コースを設定し水深を測定しで図 41乙示すよ
うに，海底の等高線図を画いた。
f302 
図4 ブロック班地区等高線~
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2. 調査結果と考察
2.1 年次別iJlJ点標高の変化
この調去は， li百年も同じ調夜方法で行なわれており，昭和53年の結果と昭和54年の海底の線高
の変化は表-2のようである O
表-2および額一51乙示すように， ζの地域においては昭和54年と53年の約 1年間に部分的に
土30cmの範囲で海底標高の変化が起きている。しかし，伺々の測点だけの調査では，その年の
自然現象，たとえば台風や同川の洪水による影響で，その地域全搬が1年間にどれだけ椴積洗掘
をおこしたかを正確につかむことはできない。このためプロック II地区のように等高総を作留
して地域全体の海底襟潟の変化を考察する。
2.2 ブロック II地区における海底等高線の変化状況
ブロック II地区の浮泥堆積状態は図…41こ示すように， 昭和54年の等高線国lまi昭和31年の等
高級閣に比べてかなり発達しており，最も発達した所では 1km i立も前面lと出ている。
表-2 ブロック 1.I. m.地区の海底擦i認変化
地点番号 54 年度 53 年度 海底綴芸誌の 地点番号 54 年度 53 年度
海底襟i窃の
海底穣 i萄 海底探疏 昇降 海底探高 海底綴潟 Jヰ 係
263 -3.04 
m 3.21 m +17 cm 223 -6.92 m 
η3 C釘】
301 …2.92 -3.14 +22 37 -7.15 
314 -2.18 -2.09 -9 221 一2.10
332 -1.54 -1.66 +12 202 -0.66 
344 -1.49 -1.39 -10 214 -1.63 -1.29 -34 
358 1.20 -1.20 土 0 217 -0.89 -0.69 -20 
357 -2.35 一2.45 +10 226 -1.16 …0.90 -26 
No. 6 -3.51 -3.30 -21 244 -1.40 -1.13 -27 
346 -2.88 -2.92 + 4 236 3.50 -3.55 + 5 
333 -2.89 -3.07 +18 225 -2.77 -2.74 + 3 
325 -3.00 3.04 + 4 No.2 1.65 -1.44 …21 
302 -3.97 203 -1.61 -1.32 -29 
308 …3.22 No.1 -2.45 -2.09 -36 
323 -3.97 -4.31 +34 31 -3.33 一3.65 十32
339 -4.24 -4.39 +15 126 1.46 -1.32 -14 
352 -4目81 -5.11 +30 5 …3.69 
灯台 -3.64 …3.79 +15 15 -2.83 -2.80 -3 
374 -6.18 -6.42 十24 8 -3.61 -3.34 -27 
350 -6.08 -6.19 十1 106 一5.19 -4.92 -27 
336 -5.38 一5.60 +22 103 -1.88 -1.69 19 
321 -4.96 5.13 十17 210 1.86 1. 79 -17 
305 -3.94 -4.18 +24 205 -2.09 -1.95 -14 
266 -3.36 一3.50 十14 32 -4.62 
265 -3.55 -3.67 +12 30 -3.62 -3.93 +31 
207 -2.50 -2.62 十12 123 -1.81 -2.05 十24
208 -2.46 一2.65 十19 118 -1.78 1.83 十 5
10 -5.14 -5.19 十 5
備品5・ 十堆綴ー洗搬
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ブロック III 地践の.lif~積盤を求めるため閣 4
lζ示すように計算する範閥を定め(枠内)，その
総1m内で昭和541rドと昭平1131年の等高級の標高別商
務と体積を;:1とめ，段低標高一3m空手術線よりの平
均i勾さを求める(表… 3，4)0その笈が耳{叩154長iミ
と昭和31年の海底線高の変化設である。
計算の結果， ζの範閣内の昭和 54年と昭和 31
年の等高線 -3mより上の部分の堆積抵の差は
563.5万 m3であり， そのf誌を平均iおさの差で表
わすと H1-Hz=4.17…3.94=0.23m=23 cmとな
り年間にすると 23cm/23年すなわち1.0cm堆積
が，このブロック II地践では生じていることに
なる。
2.3 プロック II地院における海底等高線の変化
状況
この地区は，昭和54年の調交では点数が少なく，
海底等高線をi割くことができなかったので，昭和
53年に調査して作関した等高級鴎と昭和31年の等
高線図を比較する。関…61ま，その等高線を示す。枠で示した部分をliT述のブロック II地区同
様に計算を行ない堆積:母変化を求めた(表 5，6)0 
選静 j並干讃 &洗I程
l;gト5 53年と54年の海底状況
J:jf~積両 日l-H2口 1.52-1.05 = 0.47 m 
表-3 f昭和54'年減資f寺のプ口ック耳IJt包J2:(の段磁ば 炎-4 f昭和31if-調資lifのプロック I地区の堆絞法
面核浪IJ定範閥 A A 平均 V=AX1 
(万m2) (万m (万m3)
面積iftlJ定率E図 A A平均 V=AX1 
(万m2) (万m (万m3)
J車線--2m線 92.0 -ー・・ -・・・. 法線~ 2m線 25.0 ..事. ・・.
1/ --3 1/ 587.0 339.5 339.5 1/ --3 1/ 422.0 223.5 223.5 
1/ --4 1/ 1530.0 1058.5 1058.5 1/ - 4 1/ 1355.0 888.5 888.5 
1/ --5 1/ 2070.0 1800.0 1800.0 1/ --5 1 1980.0 1667.5 1667.5 
1/ --6 1/ 2277.0 2173.5 2173.5 1/ --6 1 2245.0 2112.5 2112.5 
1/ - 一7 1/ 2386.0 2133.5 2133.5 1 一7 1 2327.0 2286.0 2286.0 
1/ --8 1/ 2410.0 2398.0 2398.0 1 --8 1 2392.0 2359.5 2359.5 
ブロックI罰綴A3=2420.0 .l'Vl 10101 A3=2420.。 .l'Vミ=9537.5
平均高H1=.l'V';A3=4.17 m 平均潟Hz=.l'V2fA3=3.94m
袋一5 昭和53年調設時三のプ口、y夕立地区の機ii't段 袋一6 昭和31年調査時のプロック H地区の堆積汲
iHi1t測定範周 A Z平均 V=AX1 
(万ロ}2) (万m (Iim3) 
前税制定範凶 A A(万平m均2) V=疋X1(万m2) 万m3)
3車線--1m総 771.5 -・・・ 鴨... 主主総~ー 1m線 311.0 ・ー.. .. 
1 --2 1 1560.5 1166.0 1166.0 1 --2 1 908.5 609.75 609.75 
1 --3 1 1838.5 1699.5 1699.5 1 - 3 1 1807.0 1357.75 1357.75 
プロックIii絞A2=1890.0 l'Vl =2865.5 A2=1890.0 .l'V2= 1967.5 
平均i認H1=J:V';A2口 1.52m 平均高 Hz=J:V2fAa=1.05 m 
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年間;堆積;霞 47 cm/22年=2.1cm/年
このブロック I地区.もかなり浮泥の堆積が，おこっており，関-6のように最も発達した所で
は2-2.5kmも前面に出ている。この現象は，ブロック I地区が，筑後川の支)1，平津江川か
ら逮ばれる浮泥量の影響を大きく受りている ζとを示している。
2Z!尽
@ 
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。 1km 
~ーω一一~
図一6 ブロックn地区等高線区i
摘 要
筑後)11，六角川，塩田川との関，とりわけ海苔漁場とされている地域は，年々浮泥の堆積が干
潟の発達となってあらわれ，干潟は筑後川河口で大きく張り出し，あとは海岸線に平行な形で分
布しており，この関与を河川のみお筋が蛇行している。
浮泥の堆積機構は，流迷の変化，水深，海底百五の絞度， j主分濃度， J.政波の影響ぞ受け非;引ζ複
雑である。したがって，昭和54年8月の調査から縫稜抵の推定を試みた。その結果，六角JIお岸
のブロック III地区では年間 1cm，左岸のブロック I地区では年間 2.1cm の地'fl~が生じている
ことがわかった。また，特lと予潟の発達が著しい所は河川のみお筋の西側部分である。部分的に
みれば年間土30cmの昇降があるようであるが，上述のように全体的には年間 1-2cmの上昇が
確認、された。
